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ケネス・ミンケマ　◆イェール大学出版局『ジョナサン・エドワーズ著作集』総責任者

今般、ジョナサン・エドワーズの著作集が日本語で読めるようになるのは
とても素晴らしいことです。エドワーズは、世界規模の歴史的意義をもっ
た宗教的指導者で、今日も研究者や牧師だけでなく多くの一般読者を引き
つけています。その思想は神学から人間論、道徳や美学、教会論、霊的成
長、リヴァイヴァリズムに至るまで、広く多岐にわたる主題を扱っています。
本翻訳選集を読んだ日本の方々が、エドワーズをめぐる継続的な議論に参
加され、日本のキリスト教の歴史的理解と今後の発展にどのような貢献が
できるかを共に語り合うことができるようになることを切に願っています。

ジョナサン・エドワーズ選集 3
原罪論　（第 1回配本）　2015年 4月1日

本体価格 7000 円＋税

冊　数 お取り扱い書店

お客様のお名前・ご連絡先

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
界
・
思
想
界
に
巨
大
な
影
響

を
残
し
た
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
主
要
著
作
を
収
録
、

日
本
で
初
め
て
の
画
期
的
な
選
集
。

●  日 本 語 版 選 集 に 期 待 し ま す

エドワーズ研究の本拠地はイェール大学にあるが、同大学との協定で世界七カ国に「グローバル・センター」が
設置されており、日本にもその一つがある。
・ジョナサン・エドワーズ・センター（Jonathan Edwards Center at Yale University） http://edwards.yale.edu/
・ジョナサン・エドワーズ日本センター（Jonathan Edwards Center Japan） http://subsite.icu.ac.jp/jecjapan/

・
各
巻
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
平
均
５
０
０
頁

・
本
体
価
格
＝
平
均
７
０
０
０
円

・
年
間
2
冊
刊
行
予
定
（
次
回
は
「 

1
自
由
意
志
論
」）

　1 

自
由
意
志
論 

︵
柴
田
ひ
さ
子
訳
︶

自
由
意
志
は
存
在
す
る
か
。
今
日
も
哲
学
や
生
理
学

で
問
わ
れ
て
い
る
大
問
題
へ
の
神
学
的
な
取
り
組
み
。

2 

自
然
美
と
類
型
論 

︵
大
西
直
樹
訳
︶

旧
新
約
聖
書
か
ら
歴
史
的
自
然
世
界
へ
と
拡
が
る
タ

イ
ポ
ロ
ジ
ー
を
、
美
と
調
和
の
存
在
論
か
ら
論
じ
る
。

3 

原
罪
論 

︵
大
久
保
正
健
訳
︶

な
ぜ
人
は
、
文
化
の
違
い
や
時
代
の
進
歩
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
み
な
例
外
な
く
罪
を
犯
す
に
至
る
の
か
。

4 

大
覚
醒
と
教
会 

︵
増
井
志
津
代
訳
︶

リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
理
論
的
分
析
と
、「
オ
ー
プ
ン
・

コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
」
を
問
い
直
す
教
会
論
の
精
髄
。

5 
贖
い
の
業
の
歴
史 

︵
未
定
︶

歴
史
的
世
界
を
天
地
創
造
か
ら
終
末
に
至
る
神
の
贖

罪
の
業
と
し
て
捉
え
直
す
宇
宙
規
模
の
神
学
的
思
索
。

6 

神
学
倫
理
学
論
集 

︵
須
田
拓
訳
︶

三
位
一体
論
や
創
造
論
や
恩
寵
と
徳
の
倫
理
学
な
ど
、
神

学
の
剣
が
峰
を
縦
走
す
る
最
晩
年
の
円
熟
し
た
思
想
。

7 

説
教・書
簡
集 

 
︵
佐
久
間
み
か
よ
訳
︶

ア
メ
リ
カ
史
に
名
を
残
す
有
名
な
説
教
な
ど
14
編
と
、

回
心
体
験
の
記
録
や
家
族
友
人
と
の
個
人
的
書
簡
。

●  全 7 巻 の 内 容


